
　はじめまして。本年度より学会役員を仰せつかりま

した金澤浩平と申します。大学で考古学を専攻し、平

成 15年に大和市役所に入庁、平成 19年より文化財保

護を担当しております。在学中および学部卒業後の 2

年間は、東京都東久留米市教育委員会、同市自由学園

南遺跡調査団において、発掘調査・整理作業に参加さ

せていただきました。

　とまあ、こう自己紹介すると、考古学の世界の人は

大体こう聞くわけです。

「ほう！それで、ご専門は？」

　…困ります。皆さんは「縄文（時代）です」とか、

あるいはもっと細かく「北関東の縄文中期の土器を研

究しています」などの答えを期待しているのでしょう

が、私にはそんな専門はありません。現場の経験だけ

は豊富なのですが…。大体は次のように答えます。

「一応、卒論は弥生時代の木製農具がテーマでしたが、

弥生を掘った経験もありませんし、全然詳しくありま

せん…すみません」

　なぜだか謝ってしまうこともよくあります。大学時

代に一番熱心だったのはビッグバンドジャズのサーク

ル活動でしたし（今でも毎月ライブに参加しています）、

中学時代から現在まで変わらず読んでいる本のジャン

ルは旧日本海軍関係だったりしますので、いっそのこ

と「専門はビッグバンドジャズのリードトランペット

です！」とか「旧日本海軍の個人戦記の収集・研究で

す！」とか答えてみようという衝動にも駆られますが、

期待された答えでないことは明白です。

　そんな人間に大和市の埋蔵文化財保護を任せておい

ていいのか？という話になりますが、過去の調査歴や

刊行物も把握しつつ、誠意をもって実務にあたってい

ます。

　最近よく医学（医療）と考古学（埋蔵文化財）の世

界は似ているなあ、と思うのでこんなたとえ話を…。

　とある小さな島に職を得た元医学生。彼は医学に未

練を残すことなく、普通のサラリーマンとして生きて

いくつもりだった。しかしある日、島から医者がいな

くなってしまい、島の住人たちからの要望で、急遽医

者代わりをすることになった。忙しい診察（窓口の埋

蔵文化財協議）、カルテ（文化財保護法第 93条第 1項

等に係る届出等）の処理、往診（工事時の立ち会い調査）、

簡単な手術（試掘調査）、たまに舞い込む難しい手術（本

格調査）。彼はいつしか島の住人の持病や体調に詳しく

なり、その島だけのための医者になった。

　私、きっとこんな感じです。専門知識や研究テーマ

の持ち合わせはありませんが、大和市内の遺跡のこと

ならわかります。保護の実務に携わりつつ、専門の研

究者の方や考古学に興味をもってくださる老若男女の

方々に、積極的に情報発信をしていければと思います。

　「地域医療」という言葉があります。病院などの医療

機関での治療やケアの枠組みにとらわれず、地域住民

の健康を地域全体で支える医療体制のことで、医師や

そのほかの医療従事者が主体となり、地域住民に対し

て疾病の予防や健康維持・増進のための活動を行うそ

うです。文化財の世界でもすんなり受け入れられる概

念ですが、この概念の中だと私のような「医者もどき」

でも役目がありそうですね！本学会員の皆様も、いろ

いろな立ち位置や考え方を活かして、疾病の治療（調

査）・予防（保護）、健康維持・増進（普及啓発・学習・

研究）に一緒に取り組みましょう。そうだ、今度から

こう言うことにしましょう。

　私の専門は、「大和市」です！（あるいはジャズか日

本海軍）

「はじめまして！専門は○○です。」
金澤　浩平　
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2015 年度総会報告

去る 2016( 平成 28) 年 5 月 14 日土曜日、2016 年度の

神奈川県考古学会総会が開催されました。総会終了後に

は、恒例のかながわ考古学トピックスを開催いたしまし

た。総務が司会と議案の説明を行い、岡本会長からの挨

拶に続き、次第に沿って討議が行われました。その結果、

すべての議案について承認されましたので、それについ

て報告します。

議事 1 ： 2015 年度事業報告

【総務】2015 年 5 月 9日神奈川県考古学会 2015 年度総

会を開催 ( 会場：神奈川県埋蔵文化財センター研修室 )、

役員会を 2015 年 4 月 15 日、7 月 15 日、11 月 18 日、

2016 年 3月 16日の 4回、幹事会を 2015 年 5月 20日、

9 月 16 日、2016 年 1 月 20 日の 3 回実施 ( 会場：かな

がわ労働プラザ )。【会誌】『考古論叢神奈河』21集 (2012

年度分 ) を 2015 年 5 月 7 日、22 集 (2013 年度分 ) を

2016 年 2月 10日に刊行。【連絡誌】『考古かながわ』54

号を2015年10月15日、55号を2016年2月1日に発行。

【講座】2016 年 2月 21日「縄文時代の装い」開催 ( 会場：

横浜市歴史博物館講堂 )、参加 152 名。【発表会】2015

年 11 月 15 日第 39 回神奈川県遺跡調査・研究発表会開

催 ( 於：横浜市歴史博物館講堂 )、参加 149 名。【見学会】

第 1回 2015 年 7 月 18 日「発掘された日本列島 2015」

展の見学 ( 会場：東京都江戸東京博物館 ) 等、参加 33名。

第 2回 2015 年 10 月 11日「古鏡 - その神秘の力 -」展の

見学 ( 会場：川崎市民ミュージアム )、参加 23 名。第 3

回 2015 年 12 月 23 日かながわの遺跡展「縄文の海縄文

の森」展の見学(神奈川県立歴史博物館)、参加26名。【ホー

ムページ】Web 版「考古かながわ」の管理・運営。【既刊

行書籍の PDF 化】連絡誌『考古かながわ』1～ 55号実施。

議事 2 ： 2015 年度収支決算報告

　2015 年度収支決算について収入と支出の内訳の説明

(3・4頁参照 )。質疑では、既刊行書籍の PDF 化について、

連絡誌の PDF 化を行なっているが、決算では未執行となっ

ている理由についての質問がありました。それに対して

会員が無償で PDF 化処理をしていただいたことによるも

のとの答弁がありました。続いて監事が欠席であったた

め、総務による会計監査報告の代弁がありました。

議事 3 ： 2016 年度事業計画

【総務】2016 年 5 月 14 日 ( 土 )2016 年度神奈川県考古

学会総会開催。幹事会・役員会を各 3回開催。日本考古

学協会総会にて図書交換会に参加。会計管理、刊行物管理・

販売。【会誌】『考古論叢神奈河』23～ 25 集の刊行。【連

絡誌】『考古かながわ』56 号、57 号の発行。【講座】開

催内容・場所は未定。【発表会】2016 年秋頃、第 40 回

神奈川県遺跡調査・研究発表会を開催。発表遺跡・場所

は未定。【見学会】神奈川県内を中心に発掘調査現場、博

物館等で年 3回程度開催。【ホームページ】神奈川県考古

学会ホームページの充実化。【既刊行書籍の PDF 化とネッ

ト公開】PDF 化した連絡誌『考古かながわ』については、

発行後 1年を経過した号については速やかにホームペー

ジ上で公開。その他の『考古論叢神奈河』・『講座資料』・

『発表会要旨』については、会の収入源でもあることから

前二誌については 5年、後一誌については 3年経過後、

埋蔵文化財関係文献の一元化を進めている「全国遺跡報

告総覧」( 奈良文化財研究所で管理運営 ) 上でネット公開。

著作権処理が済んだものから随時実施。承認については

連絡誌上での会告という方法も考えている。

議事 4 ： 2016 年度収支予算

　2016年度収支予算について収入と支出の内訳の説明 (5

頁参照 )。事務局費手数料が前年度比で 25,000 円減とし

ているが、この手数料は郵便振替で会費納入を行った場

合の負担を学会が行っていることによるもので、2016 年

度からは会員負担とする旨の説明。※補足：現行の学会

負担になったのは、学会設立時からではなく、2000 年度

頃の会費未納者対策として行ってきたもので、それを本

来の形に戻すもの。

議事 5 ： 役員の追加について

　任期途中であるが、規則上 30名以内と規定されている

役員が、現在 17名であることから 2名の役員追加を行う

旨の説明。新役員：金澤浩平・工藤悠大。

その他 ：本学会刊行物の在庫対応について

　現時点の在庫部数は約 4,200 冊あり、現在個人のご厚

意で保管させていただいている。本来の姿ではないため、

必要とされる会員等に送料は負担していただくが、無償

で提供という形にする。なお、この在庫問題については

刊行物の印刷部数に関係しており、これについても収入



源をある程度確保しながらも過去 5年程度の販売実績

を踏まえたものとする。

その他、会員から学会事務局専用電話の設置について

意見要望がありました。

　最後に、副会長からの挨拶があり、総会を終了いた

しました。

かながわ考古学トピックス 2016 ：

　今回は、植山英史氏から「「鎌倉市下馬周辺遺跡の調

査成果と出土した鎧について」と題して、遺跡の概要

とともに、県指定重要文化財に指定された同遺跡出土

の鎧の位置づけについてのお話し後、会場内の資料管

理閲覧室に展示公開中の鎧の見学を行いました。





２０１５年度収支予算（案）
（収入の部）

節 予算額 前年度予算額 比較増減額
3,000 × 325 名＝975,000

雑収入 1,000 5,000 ▲ 4,000

繰越金 2,240,651 2,077,012 163,639

合計 3,416,651 3,290,012 126,639

（支出の部）
節 予算額 前年度予算額 比較増減額

190,000 200,000 ▲ 10,000 ①連絡費 50,000 　総会案内状、会費納入依頼等発送

②事務費 30,000
④行事開催費 5,000 　総会・トピックス会場使用料

⑥借上費 25,000
⑦旅費 50,000
⑧手数料 30,000 　会費等振込手数料

1,610,000 1,110,000 500,000 ①連絡費 5,000 　事務連絡等の送付、20周年記念論集発送

②事務費 5,000 　会議資料作成、消耗品購入

③印刷費 1,600,000
160,000 160,000 0 ①連絡費 3,000 　事務連絡等の送付

②事務費 7,000 　会議資料作成

③印刷費 150,000
269,000 269,000 0 ①連絡費 10,000 　事務連絡等の送付

②事務費 9,000 　会議資料作成、消耗品購入

③印刷費 200,000
④行事開催費 35,000
⑤謝礼 15,000

338,000 338,000 0 ①連絡費 5,000 　事務連絡等の送付

②事務費 3,000 　会議資料作成、消耗品購入

③印刷費 250,000

④行事開催費 35,000
⑤謝礼 45,000

90,000 91,000 ▲ 1,000 ①連絡費 55,000
②事務費 5,000 　会議資料作成、消耗品購入

④行事開催費 20,000
⑤謝礼 10,000 　協力者謝礼

40,000 40,000 0 ②事務費 15,000 　会議資料作成、ソフトウェア・消耗品購入

⑤謝礼 5,000 　協力者謝礼

⑥借上費 20,000 　サーバー使用料

85,000 335,000 ▲ 250,000 ①連絡費 5,000 　事務連絡等の送付

②事務費 0 　会議資料作成、消耗品購入

③印刷費 80,000

予備費 634,651 747,012 ▲ 112,361

合計 3,416,651 3,290,012 126,639

議事４　２０１５年度収支予算

　会場借上、会場博物館の展示入場券購入

　会議資料作成、既刊行物発送、消耗品購入

会費 ▲ 33,0001,008,000975,000

　考古論叢21～24集発行・発送

　役員会等、会議交通費（2013年度分）

事務局費

会誌費

　役員会等会場使用料

機関誌等
売り上げ

200,000 200,000 0

預金利子/雑収入等

  既刊行物のデジタル化

　講座要旨および前年度記録集の発行、チ
ラシ印刷および発送

　第38回発表要旨発行、チラシ印刷および発送

　外部講師依頼 15,000円×1人

　会場借上、会場博物館の展示入場券購入

　案内状等送付

　外部講師依頼 15,000円×3人

　博物館入館料等

説明

会費
(会員数328名、内３名は2014年度に納入済み)

発表会要旨・考古論叢・講座要旨等売上

説明

　連絡誌52号・53号の発行

連絡誌費

発表会費

見学会費

講座費

ＰＤＦ化

ホーム
ページ運

営費



　江戸東京博物館で開催されていた「発掘された日

本列島 2016」展の展示見学会に参加しました。石器

材料から製品に至るまでの製作工程がわかる展示な

ど、展示方法がたいへん工夫されているので、全体

的にわかりやすく、私は自然と展示に惹きこまれて

いました。

　特に、発掘された文化財を展示するだけでなく、

出土した文化財によって考えられること、そしてそ

れによって何が明らかになるのかなどが丁寧に説明

されているので、新しく学ぶことが数多くありまし

た。

　神奈川県内の遺跡としては、海老名市の河原口坊

中遺跡が紹介されていました。相模川左岸の自然堤

防上に立地した、主に弥生時代中期から後期にかけ

ての大規模集落遺跡です。魚を誘い込んで捕獲する

漁労施設として利用されたであろう「しがらみ状遺

構」からは、川辺の集落の営みを知ることができま

した。遺物としては、小銅鐸や板状鉄斧などの金属器、

柄付き環状石器、卜骨などの骨角器、農具や漁労具、

紡織具などの木製品、食用植物の種実類などが展示

されていました。農耕や漁撈などの弥生時代の生業

の多様性を学ぶことができます。

　旧石器時代から近代までの全国二十二の遺跡に関

する展示の一つひとつから当時の先人たちの生活が

想像され、思いを馳せることができ、現代にもつな

がる歴史の大きさに胸を熱くしました。

　しばらく展示を自由に見学したあとは、文化庁職

員の方による展示解説に参加しました。展示解説で

は、主に保存科学の観点からたくさんの話をきくこ

とができました。金属製品や木製品の保存方法、博

物館における温湿度のデータ管理など文化財の価値

を損ねないようにどのような工夫をしているか、博

物館の役割の一つである「保存」という普段あまり

知ることのできない博館業務の裏側を知ることがで

きました。

　「復興」をテーマにした特集展示「東日本大震災の

復興事業に伴う発掘調査成果」や、「復興の歴史を掘

る」と題した過去の復興史を示す遺跡を紹介した特

集展示からは、発掘調査や文化財保護の意義を深く

考えさせられました。

火山災害からの復興例として、神奈川県秦野市の横

野山王原遺跡が紹介され、土層断面が展示されてい

ました。富士山の宝永大噴火によって降り積もった

火山灰と深層の土壌を入れ替える “天地返し ”によっ

て畑地を復旧している様子がよくわかります。

　発掘調査の成果は、災害と復興の歴史を後世に伝

える教材としての役割を担っています。私たちは、

そうした過去からの警鐘に耳を傾け、減災につなげ

ていかなければなりません。災害との格闘の歴史と

復興を遂げた先人たちの努力の痕跡、「津波教訓碑」

などに刻まれた先人たちのメッセージを大切に保護

し、後世に引き継ぐことの重大さを、展示を見学し

終わったいま、強く感じています。

　また、発掘調査は故郷への関心や愛着のよりどこ

ろとなる歴史文化遺産の保存と再生をすることで、

震災からの復興を後押しする役割をも担うことがで

きます。東日本大震災や、この度の熊本地震からの

復興はまだ終わっていません。今後も被災地の復興

に関心をよせていきたいと思います。

発掘調査や文化財保護の意義を深く感じるとともに、

今後における発掘の成果にもますます期待し、来年

度以降もこの展示を見学したいと思います。　また、

このような展覧会があることを積極的に広め、発掘

調査や文化財保護の意義をより多くの人に知っても

らいたいと思います。

平成 28年度第 1 回見学会参加記
東京都江戸東京博物館
「発掘された日本列島2016」展を
   見学して

宇内　裕之



　私たち「縄文人になろう会」は約十年前、三ツ

池公園周辺の粘土を使い、成型し、公園内の間伐

材を燃料に野焼きを仲間内で始めた。破損する事

もなく焼きあがり、地元の縄文霊からのお墨付き

を実感し、予行演習から約二年後、公園附帯活動

として市民参加のワークショップを毎年開催して

きた。

　当会の特徴は、粘土等業者による入手によらず、

叉、機械練りに頼らず、地元の粘土層から掘り出

し、各自粘土捏ねづくりから始める。地産地消を

旨とした。

　野焼きは小仙塚を眼前一メートルの至近距離、

縄文時代の「ハラ」（人手による作付けと収穫「ノ

ラ」仕事に対する）と思われる公園内雑木林の一

角で行う。（管理者の許可と消防署に事前連絡）

　野焼き当日は、野焼きリーダー、樹木医・園部

弘明氏による間伐材各種の性質を解説、火の起こ

し方を学ぶ。先ずは成型土器を遠火に置き、湯あ

たりならぬ、火慣れを行う。三ツ池公園内でメン

バーが育てた「縄文芋」（里芋）や野菜等を水洗い。

喉を潤す野草茶や縄文土器で「縄文汁」づくりの

準備。いよいよ、縄文土器の本格的野焼きだ。火

花は紅蓮に燃え盛る。

　毎年開催する縄文ワークショップで、初参加メ

ンバーが異口同音言葉にするのが「三ツ池」の粘

土で焼き物ができるの？だ。拙者は言う。「地元

出身の縄文人が大量の土器を残し、県内の博物館

や埋蔵文化財センターで見ること出来るよ」半信

半疑ながらも、焼きあがりの自らの土器を前に各

自驚嘆する。

　陶芸教室で「ブランド」粘土を使うものと思い

込んでいた人も地産粘土縄文土器の魅力に惹か

れ、毎年ワークショップに参加している。

　私たち『縄文人になろう会』は、三ツ池公園に

隣接する神奈川県立鶴見高校テニスコートに露出

している『小仙塚貝塚』の貝層保護を求める。①

周囲は風致地域に指定されている。隣接「三ツ池

公園」は「日本さくらの名所」100 選に選定さ

れており、神奈川県では「小田原城祉公園」と「衣

笠山公園」の三公園のみの選定であり、遠方から

多数来園する景勝地に位置する。歌人・佐佐木信

綱は「夕月やどせる三つ池暮れて、古代の祖先の

夢路もやすか」と歌う。②小仙塚貝塚は県立高校

内に存在する事からも、文化遺産保護と考古学の

研鑽の上からも、存在も知らない、知らされてい

ない在校生に認知と保護者に啓蒙の必要があると

考える。進学校であることから「考古学」への目

覚にも繋がるだろう。

　神奈川県教育委員会文化遺産課に、鶴見高校正

門柱に看板とテニスコートに説明文の掲示板の設

置、及び、テニスボールからの貝塚保護用ネット

の設営を求めるものである。

　（文責・縄文人になろう会顧問／金子好伸）

会員活動紹介

神奈川県立三ツ池公園附帯活動
『縄文人になろう会』

平成２８年度考古学講座 

『扇谷上杉氏の城』　戦国黎明期に築かれた城郭

平成２９年２月４日（土）開催 !!
会場：横浜市歴史博物館 ( 予定 )　　時間：AM10：00 ～
定員：先着 180 名　事前申し込み不要　入場無料 ( 資料は有償頒布 )
★　会員の皆様へはおって詳細をおしらせします。会場への直接のお問い合わせはご遠慮ください。★



 

会　告
　神奈川県考古学会は、去る２０１６年５月１４日に開催した「２０１６年度総会」
の決議に基づき、過去に当会が発行した印刷物（書籍・資料等）をＰＤＦ化し、ネッ
ト上で広く公開することとしました。なお、印刷物には、本会設立以前の各回遺跡調
査・研究発表会準備委員会で刊行したものも含みます。
　ついては、当該印刷物の著作権を有する執筆者で、公開に支障・疑義等のある方は、
本会告掲載紙の発行日から１箇月以内にメールもしくは文書にてご連絡ください。当
該期間中に連絡なき場合は、公開させていただきます。
連絡先　　・メールアドレス：soumu@koukokanagawa.com
　　　　　・文書送付先：〒 232-0067　横浜市南区弘明寺町２０１　岡本孝之気付

　神奈川考古学会事務局
【おことわり】 著作権者の皆様には、本来個々にご連絡差し上げご承諾いただくべきと
ころですが、このうち本会会員の方々につきましては、「会告」を以て代えさせてい
ただきます。ご理解ご協力の程お願い申し上げます。

日時：2016 年 11月 13日 ( 日 )　10：00～ ( 受付は 9：30～ )
会場：横浜市歴史博物館２階　講堂
発表遺跡：
●　秦野市　蓑毛小林遺跡　～秦野市の槍先形尖頭器製作址～
●　小田原市　天神山遺跡第Ⅲ地点　～縄文時代中期から後期の集落と墓域の調査～
●　相模原市　国史跡川尻石器時代遺跡　
●　平塚市　竹ノ内遺跡第５地点・北金目塚越遺跡第 18地点　～初の勾玉出土～
●　横浜市　下飯田林遺跡　～弥生時代の集落跡～
●　鎌倉市　宝積寺跡・天神山下城　～　
●　川崎市　橘樹官衙遺跡群　～平成 27年度橘樹官衙遺跡群確認調査事業の成果～

●　伊勢原市　上粕屋・秋山遺跡　～
●　秦野市　横野山王原遺跡　～秦野地方における富士山宝永大噴火の被害と復興～

☆　調査組織・発表者名・次第等の詳細は決まり次第、おってお知らせします !

第 40回　神奈川県遺跡調査・研究発表会
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考古かながわ　第 56号
お知らせ

★　前号 55号掲載の巻頭言「文化遺産の記録をすべての人々へ」で

以下の訂正事項がありましたので、お知らせいたします。

１）1頁目左段一番下、約 20万冊　→　推定約 20万冊

　※まだ実数が不明なため。

２）1頁目左段 13、19、22行目　　年⇒年度

※参加機関数等、プロジェクト自体が年度単位を区切りとしている

ため。


